
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント
・学校と民間事業者による放
課後補習教室の充実

・放課後補習教室へ
の登録率100％

【補充学習の実施】
・週3回の全校一斉朝学習
・民託による週１回放課後補
習教室
・学年による週１回放課後補
習教室

・区学力調査（12月）
の達成率70％
・全国学力・学習状況
調査（４月）の達成率
が都平均を上回る。
・本校独自学力調査（4
月）達成率70％

・読書を通じた探究学習の授
業年間各学年12時間以上の
実施
・朝読書は各学年年間１０５
０分程度（毎週金曜日３０分
読書タイム）

・読書を楽しいと感
じている児童の割合
を80％以上

・クラブ、委員会活動やきょうだ
い学年交流（なかよしタイム）な
どの充実
・きょうだい学年によるなかよし
タイム（年4回）

・児童へのアンケート
結果で、90％以上が
きょうだい学年の活動
が楽しいと回答

・L-gateの児童の実態把握に
基づいた指導の推進

・毎日のL-gateによる児
童の実態把握。年1回以上
の校内研修会と毎週金曜日
の生活指導夕会での報告

・学校ホームページの更新 ・各学年月2回以上
の更新

・各学年に１回以上地域を生
かした活動を取り入れる。

・富士公園どんぐり
拾い（１年）、魔法
の文学館見学（2
年）、のりすき体験
（3年）、左近川調
べ（４年）、田植え
稲刈り体験（5
年）、郵便局手紙の
書き方講座（6年）
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〇授業改善の推進、学
習の基盤となる基礎・
基本の確実な習得、家
庭学習習慣に対しての
学校の組織的な対応に
よる取組の実施・充実

〇読書科の更なる充実

〇個に応じた体力向上
のための取組の実施・
充実

・縄跳びウィークやマラソン
大会で体力の向上
・5月に体力テスト主要項目
を体育の学習で実施
・「なわとびウィーク（２週
間）」の期間実施（授業の中
で縄跳びの学習）
・毎週金曜日３０分の運動遊
びを実施

・児童へのアンケー
ト結果で、80％以
上の児童が体を動か
すことが楽しいと回
答する。
・体力テスト全項目
108のうち５４項目
以上が都平均を超え
る。

令和7年度　江戸川区立南葛西第二小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
『自立と貢献』
　学校教育は、学校で完結しない。児童が将来、一社会人として立派に自立し、国や郷土、自分の周囲に貢
献できる資質を身に付けさせる場である。そのことを目指して南葛西第二小学校の教育を推進する。

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

・「学力保障」で信頼される学校づくり
・「文武両道」質の高い「知・徳・体」の実現
・「学力保障」の責任を果たし、結果を出す

前年度までの本校の
現状

・全国学力調査質問用紙から学習意欲に対して意欲的であると回答した児童が7割以上いた。
・体力向上の一環として、３０分間外遊びや、朝の時間のマラソンを通して活発に運動する児童の姿
を見ることができた。

・本校の学力向上の目標は「東京都の平均に達する」ということであるが、都の平均付近を上回る学年もでてきている。学力向
上の手立てとして放課後補習教室の継続や、南二道場（放課後の教員による補習）の際に、６年生が全学年に学習をサポートし
に行く取り組みを昨年度から始め、効果が出てきている。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)


